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1.諸 言

上 8ら2年VH,11っr治 武が しe$Barrθ 事 に於 て 、 ドイ ・ソ、 フ ラ ン

ス 、ス コ ッ トラ ン ド及 び ロシ ヤ産 の松種 手8用 ひ て産 地 試 鹸 を行 っ

て以 來 、林 本 種 子の 産 翅 露霞 が やか ま しく言1よ れ るに至 っ たt:tx['、

!SO6年 ウェル テムベ ル ヒに於1ナ る 萬國林 業 試鹸場 曾 議 に於 て松 に

就 い(の 産 地 試j駿開 鎗 の決 議 が宥 ほ れ てか わ は特 に世界 斉 國 で この

問護重が熟1巴IC」研究 ぜ'う21-7・}様にな り 、 こ質 に関 すゐ論 文 ぱ数 † 編 の

多 きぎ 数 ふ る穆 ひ あ る.我 園 に於 て わ自 沢憬 美 博士 、宮 下 保 雁 氏 、

戸 沢 又 次 郎 博 士 、山 田金浴 瓦 等 の研 究 が 公 に きれ てゐ る。

春看 の『一 入 片 麟 酬 確の香地 樋L・ 遮 松 黒訟 及 び杉 に 就 い て

從 來 唱 へ わ れ てゐ る 贔橦別 に種 子 を採 取 して 詔 を廊 越 に 直 播 伝

其後 の生 育瓶 態 塞比 較 しよ)と 試 み た。佗 の 二人佐 藤 、吉 筋 ば この

試 鹸地 を承継 い で調 豊 と本 誇 文 の 取 鍾 の と1二二當 つ た ・



本 訊 鹸 の 目的 ぱ%洲 産松 及杉 の各造林 品穣別種 予の生 套鉱態及0ミ

其 の経路 を探 究 し、併せて郷 』L以外 の立越 に対 する麺徳性 き知 うう

とすゐ わので・ある 、

この研 究 の遂行 に嘗 っで多大 の援 助 と渓 宜∠を興 尤 飼1た 演習 林

爪部及 が粕屋 演習林 の嘗事看 に対 して深 謝 の意 ぎ表 する 、

皿,試 験 の 方 法

(土)供 試 材 料

昭和11年3月 、産 壇嘗林 署&り 種 子 を駅 寄せ試 鹸地 に直播 さ 凄(二

各区とわ数 粒宛播橦 、竹 稚 にで表工 の移勤 、烏 虫害 を防 ぐ様 庭置 し、

其 後 下刈 の際 整埋 伐採 して一穴 に一本 を残 ず様仕 立て られたもので

ある。

択 試種 予の産地 及品種 は第 一表 及 第 四表 の左欄 の 通 りで める 。

(2).試,地 の概 要

試 鹸 地 は 九 韻帝大 粕屋 演 留林 応煽 岡縣 狛 屋郡 篠 栗町 大 字高 田 字極

樂 ・こ勧 片 山 、こ依 っ て設置 され た 棚 で おろ.五 陵性 亦 地 に して海

抜 高 約 ゴ00m、 基 盤 は古 第 三紹 の礫 尚.土 壌 の深 さ1～2m.M

前 松 を 屍 生'tttt"'5V年 生濁 葉樹 林 の伐撫 亦地1・橋 種痘 旅 レた ゆ 、

区 域 は半 漏 汁状 急斜 面 の中 腹 、30yn.麻 外 の幅'二 で 箒 就 に長 日 ・喬

積 約 α3hα 、傾 斜3ぴ 、其他 の 立 地 因 子 は略 一様 呑 る も、 只 南 半 は

西二北 向 、北 半 は西齋 向 にて方位 を異 に する放 前看 を第 一 区 、後 看 乞,

第 二 区 ∠.レ て別 々 に考 察 する こ と に した 』

〈3)調 査 方 法

生 育 朕 態 は樹 高 及根 元直 径 を測 定 レ ・雁 の着 生 状 児 は雌 花 ・雄 花

共 夫 々 甚 多,多 、中 、少 、僅 の5階 諏 に分1プ 基 多 は殆 ん ど纏 て の

梗 に花 を看 生 する わの 、多 は 半数 以 上 の枝 に着 生 する も の 、中 は 半

数 以 下 の枝1_少 ぱ数 奉 の枝 に 蕎 ナるV,の 、花 が 辛 う じて 見付かゐ

程 度 の#V>の ば僅Xレ た。



松 にっ い ては毬 果着 生 を50個 以 上 、20個 以 上 、■ ○個 以 工 、

5個 以t及 以下 の5階 級 に分 θ・た 。杉 な発 芽 の著 しく蓬 烈 で生 育 不

充分 の もの も全部 測 定 した 、之 ぱ生 育比 較 上 怠 義 あ り と認 め たか わ

で あ る.

松 は3年 前 の調 登 當 時 に送 定 レて お い た標 準 本 を測定 レμ 、

尚杉 の試 駿 地 第 二 区 内 に1ま地 元福 岡産 の檜 区 £ 叢 げ て北 軸 ・侠 す

る 二Yと し、、松 の試 鹸 地 に は第 二区 再 に沖 縄 産 の琉 球 松 区を 設 げ て

比 較 参考 にイ宍した.

第 一 表 調 査表
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第 一 図(4)第 一 区生長 比 較



第 ・一 図(口)第 二 区生長 比 較



.試 験 の 結 果

A,杉 に就 いて 、

(1).調 査 結 果

昭 和21年ll月 現 在11年 生 の 平均 樹 高,平 均 摂 元 直 径 、着 花 飲 況

は 第 一表 の 蓮つ η あ る 。 主長 量 を批 判 す る 為 次 の 標 準 に依 っ た 。 樹

高3,30m以 上 を 「優A2.80～330粗 を 「良 」2、20・'2.86通 を

「可
」 、2、20m、 以 下 を 「不 可 」 と四 級 に 分 げ 、痕 元 直 径 は75c船

以 上x「 優 」 、50～75cm,8ド 可 良 」 、5沿cm_以 下 を 「不 可

」 と し て三 級 に 分 け た 。

(2、)、第 一 区29種 の 生 長 比 較

籏 一 区2→ 檀 に 就 き各 平均 樹 高 反 根 元 直 径 を 図示 レ た も の は 第 一

図 で あ ゐ 。11年 生 樹 高 が 最 大 な の は 飲 肥 ク ロ ジ ンの425m.で 目 田

トヤ マ ス ギ,菊 池 セ フ・ク グつ 、飲 詔 ピ ダ リ マ キ文 に次 ぎ,何 双

も 「優 」 の 部 ～し属 す そ).

此 の4種 に 就 き太 さを 見 ゐ に 、根 元 直 径9.7qη に τ飲 肥 ク ロ ジ

ンカぐ断 然 他 乞 圧 レ 、 全 ヒダ リ マ 手 と共 に 「優 」 で・あ っ(日 田 ト ヤ マ

ス ギ 、菊 地 ヤ ブ ク グ リク)2種 は太 さ 「 可 良 」 の 部 忙属 す る に 反 レ て

樹 葛 「良 」部 に あ る飯 刀ヨハ ン グ ロが'8、 り(mで ・云口て 「優 」 の 塵 径 てー・

あ る 、,

沢 に樹 高33う ～2ビ つm間 の 「 良3位1ご 、唇 す ゐ もの は順 次 飢 肥 ト

ロ グ ロ 、全 ハ ン ク"口 、ヨ 田 ア 刀 ス ギ,全 シ ラ サ ヤ ー鉱 肥 ア ラ カ ワ の

ら穫 に し て,根 元 直 径 は菊 記 ハ ン グ ロ以 タトぱ 何 れ 告7(ip.前 後 ヶ)「

可 良 」 瓶 熊 で ある.

「可」 の 平 蝦 樹 高 の やの ば 飲 肥 チ リメ ン ト す 全 マ ズ ギ ・全 サtド

ン ノ ズ ギ,全 ミゾ ロ ・ギ,全 エ ダ フ ト 、全4フ ド ァ カ 、・全 エ ダ ナ ガ の7

種 の頻 ζ多 ・コ よ6cm、 前 後 の 「 可 良」 の メこさ な る払 エ ダ ナ ガ ・よ

悪 く 辛 じ て 「 可 良 」 の蔀 に購 する,



飯 罷 ヒ ギ 、日田 工 ドス ギ 、菊 池 イ ヌ ス ギ ノ3種 は樹 高 「不 可」 てISN

特 に全 イ ヌ ス ギ は2m、 に達 せず根 元 直径 に於 て 揃 二看 は 呵 良

」 に入 り、 全 イ ヌス ギ'は 「不 可 」 で あゐ 。

次 に各 橦 毎 に最大樹 高 本 を第 一表 に見 ゐ ど、6.50mの もの飲 肥

ミゾ ロ ・ド申 に 、6.30m.の もの 全 ク ロ ジ ンに在 る.前 看1よ樹高 平均

2.62mで あつて此種 の 生 立本20本 が 高低差 着 レき事 を 示 レr屠

る 、5庶 乞超 ゆる ものに菊 池 ヤ ブクグ りと鼠肥 トサ グ ロが め り ・前

巻 は生 木1θ 本 の 平均 樹 高 「優 」 なる 魚 よ9尤 む ひ あ ゐが 、後 看 ぱ

飲 肥 チ リメ ン 〉サ と芙 に崩 濃地 にて18本 の 内大 部分 が 柘 れ生存 本

3本 な る故 他 種 の様 に生木 多 い場 合 は夏 に最大 樹 高木 バ あゐ か わ知

れ なP。 生 木 が仕 立轍 の 半数 に足 う 齢 のIGkDtsのイ臨飫肥 エ ダ ブ

トが あ る 。畏 ぱ大部 分 椅 死 し生存木 わ上 記 の如 く揃 つ て 「不 可」 で

あ ゐ 。 平均 生 長 が不 良 の割 に其 の最 大 樹 高大 な る を痔 っ飲 肥 ピギ は

高 低 不揃 の生 長 を示 す.

(3)第 二 区13種 の生 長 比 較

本 画 二於 て9均 樹 高 「優 」 な るは3,52m.の 檜 に次 いで眉 崎 ア

ラカ ワ反 福 岡 ワか ス ギが あ り 此 の三 看 の 根元直 径 き見 む と ア ラカ

ヴ の8.OCm、 が 最 大 で 「優 」他 の二 看 は共 に 「可良 」 であ ゐ ・

次 に 平 均 樹 高 　良 」 に属 す も の は 延 岡 ミス ギ ・福 岡 イ トシマ ・小

林 ク ロ ジ ン 、宮崎 エ ダナガ'、鹿 屋 スケ 工 石 ン ク1ゴ 、全 ク ロジ ンの6

種 が あ つ て二是 算 は何 れ わ根元 直径 檜 の ら,9Cm、 よ ◇も太 く「可良

」 で め る ζ,

樹 高 「 可 」 の音区に 、官 綺 コ マ ス ギ 、延 岡 二ゴシ ノ ス ギ 、再二之 涌 サ ヅ

マ ス ギ の3種 訳 あつ てイ酌 傍 根 元 直径 檜 よ り細 く らC'P)葺 ζあ る ・

樹 高 「邑不 可 」 に1、96mの 延 岡 マス ギ と15ア らmの 宮崎 トサ グ ーロ の

2橦 拶 渇7t、 太5も 両 者 何 れ も 「画不 可 ユ で・特 に後 看 は 劣 悪 で・ある ・

ズ に 最 大 樹 葛 本 を第 一表 で 比 較 す る とF,第 二 区 最 大 は 福 岡 ワ カ ス

ギ の6コ2m、 沢Pさ 全 イ ト シ マ5、6ぢm、 檜 の'5.421}1、 の地

に建 岡 ミ ス ギ 、小 林 ク ロ ジ ン桝5、Mor上 丁"あ る 。 平 均 樹 喬 篤 二 区



杉 中最 夫 の 騎 ア ラ カワの叢 大 和 劇 合!叡4ら0臨?1・ 娩 事 よ

9其 の 生爪10本 の 高 低差 が 少 ゞ事 ボ わか る ・

本 区 の杉 が轍 乙も檜 の」=長生 長 に劣 る事 は本 区 が杉 よ り も檜 に適

した 玄地 で あゐた め と恩は れる 。 即 ち南 西両斜 面 あ本 区 は北 西 向 の

第 一 区 にしヒし杉 の 立 地 と1.て 穂 て劣 る も の と して,両 区 の杉 の 生長

を銚 較 す る場 合 考 慮 ボ 魑要 蒼 ある 。

(4)両 区32種 の性 区分(第 二図 参 照)

第一 表 よ り第二 図 、」勝結 雄花 勇分 率 図 ぎ作 製 した.生 本 童着 花 木 『

と無 花 木しこ分 メナ,、前 首 ぱ夏 に両 花オく1絶雌雍i木。髭礁花1:に3分 し 、 両'

死本 を中 性 、雌 性 強 し 、雄 性輯 じと し島 花 の着生 五 階 級 別 に依 り

艇花 ボr多 」の場 合 で雄花 が 「甚 多 一1「 多」 「中 」 な う ば中牲 、雄

竃 訟 τ4少」 「僅 」 な 羽 ご雌 花雄 髭 の量 の差 ・X)9N二階 級以 上A一 る 絞 「雌

注 二強レ 」 ど1、たe

資穆 ・



第 二 図 雌花雄花 百 分 率 図



第 一区 の比較

日田 トヤマズ癌 合 アカス ギは穐雌花木多 く ヰ 性両花本 も少 し

あつ て 、品 撞 とレて は雌牲釣で あゐ。生木 本拶 少 き飲肥 トサ グ唱 、

全チ リヌ ン トサIS性 別 を太 々 すbJま 無理 で あ拍 承 晶穣 の傾向 は夫 々

中性的 屍雄 性的 である 。、日田エ ドス ギ 、全 シラサヤは両花本 駅 多 い

が 前肴 ぱ純 雌花本 と雌 性両燕本 の和 ボ着花 本本数 の過半数且 昇性 の

2倍 馳 なる編 樹 謙 牲龍 後看{よ純雌花本と難 醜 木の和ポ

雄 性 の2倍 以上 、亘 着 果氷 の過 半数 の條 件'二 満 彦ね放 中性 的 乙見 る・

昇 のイ忠の ぞの の性 区分・は'第主表 の 蓮 クで1ある 。

飲 肥 ビダ ワマ十 、 合 ヒギ 、全 サ ザ 才 ズギ 、菊 漕 イヌ ス ギは 全 ぐ着

花 レな い,飲 肥マ ス ギ は両花 木 を欠 くも 他 の晶 種 は何 れ も両 泥 本 を

梼 つ 。

(b)'第 二区 の比 較

全然 着 花 せ ぬ と本 ふ 品種 鷲 い。建 岡 ヨ シ ノス 判 殴 浦 サ ツ マ

ス判 よ穐雌 花 本 のみ き 祷 ち、延 岡 マズ ギ'ま紐 蜘 抹 を も併 せ梼 っ.

其 の他 の 簿 種 ば 両詑 木 を有 すや も 「雄 柱 強 し」 の部 を有 ず る わ の

少 く結 葛 延 岡 の マ ス ギ の刺 生的 以外 は何 れb雌 性gypsあ る 。

(ら)画 区蒼 撞 の着 花本 歩 合 死藪

(ω 第 一 区の 比 較

第 二 図 」L一於 て着 花 本 バ 生木 に対 し60%以 ム の本 数 客膏 す る種 頽

孝着 花 率 「大 」 ・3勉 ～60%を 「中J険302,以 下 を 「か 」 とす

れ ば.第 一 区3営 椋 署1θ 種 中 晒 の3種 シ9サV,ト ヤ マ ズ ギt

ヱ ドス ギ ば大 論 ア 欝 ス 禰 屯:飲 杷産laハ ング ロ、ク ロ ジ ンの2

種 大 、エダ フ ト 、エ ダ ナが 、マ ズ ギ の3樫1ま ノb、 ビダワ マ キ 記 ギ.

サザ ン ノ ス ギ の白種 は菊池 イ ヌ ズ ギ と共 に 零 、他 の飲 潮 産5種 は 菊

池 マ ブ クグ リ と共 に τ"中」 で・あ ろ 。

(b)第 二区 の比 較

建 岡 産3撞 の 内 マ・ズギ は其 着 花 木 歩 合 「小 」 他 は 「中」 て"、 「夫 」

は な く 、宮 断 産 は2種 「大 」2榎r中 」 で 「小 コ が な し㌧ 鹿 屋 の2



羊重はr大 」 、 内 之 浦 及 小林 は1蓬 苑 で 夫 々 「小a及 「夫 」 で あ る ・

率冨岡産 は ∠種i二共 「大J。 概 し て,]iggi扇産i..]i.小き き方 で・ 宮 崎 鹿 屋 産

は 大 きい 方 で あ る ・

く6)両 区各種 の個 体着 花 量 の多 少

第一表伽 着生翫 移 量」ズ 蝿 」 とある,掴 体の着槌 別

ら階 級 の う う 「基多a「 多 」 「中 」 の3看 の本 数 和 を 「多 量 ユ彌c,

「少」r僅Aの 本 数和 を少 量 禰 に記載 レた 。是 に よ り各 種 の内飼 体

蕎 緬 。多 凱 むつ もの と 謁 た ぬ もの と を 区別 すれ ば'第三表 の多 量

着 稽 本 の有 無 欄 の蓮 つか あ ゐ ・

以 上 第 一区 、第 二区 き通 覧 す る に次 の魚 に差 異 駅 あ る 。

第 一Elgt種 の 麻4種 ボ全 然無 看 花 で あ る が 壕1二 区 に1よ欺 る も の

が な い 。但 レ雄 花 を全 く欠 く も 碗 が2種 あゐ。又 、第 一 区 の品種 に

雌 性 、雄 柱 、中 柱 あ るも,第 二 区 に は雄 性 的 の晶 種 訳 ま い・此 の事

実 な杉 の 品種 に依 る性賛 のタト1こ幼 令時代 に ヨ照 多 き事 が 雌 花 、娃 遣

の着生 に影 響 すゐ

(ワ)着 花 と生 長 量 との 関 係

第 一 区 の 全 然 着花 せぬ4品 種 中 生長 斌 「優 」1種 、「'可」2種 、

「不 可 」 ユ種z ・・あ ク、生 長r不 可4で もH田 エ ドズ ギ ぱ着花 本 歩 合

大 で 、巻 花 也 ぬ種 類 必 レも生 長 不 良 で・は.なし↓・生 長 「優 」 の品 種 に

は 着 花 本 歩 合 概 レて大 なゐ史)のが 多 ぺ、.両 花 、雌 花 、雄 花 を 看生 す

ろ 事 ど黒 花 木 とが生 長量 に対 し姻 何 な る関 係 に あ る か を比 軟 的 本 数

釣 含 の と2Jtた9種 に就 いて牲 別iz夫 々 の平均 樹 高 を調 べ た も の が 編

二表 で あ る.



第 二 表 着 花 と 生 長と の 関 係

麺 一区か'・送 んだ4種 の内3穂 は夫ノ,平均 樹高が

両花 木 〉 畿雄 花本 〉 純雌花木

さ残上 種 だ竃ゆ面花 オ('r髭 雌確木 である。 ヌ穐雌花本 ど蕪 彪木 との

樹 高比 較 て・ぱ3穂 は純 雌花本 の方 犬 る残1種 感殆ん ど等 レい.即 ら

第 一区1二於 てな両 穂本 の樹蕎バ 緩 夫で 、次 いで観 雄征木 、縄雌 花 本 、

黒花 本 の順 で あゑ.

第 二区の5橦 に就 いて獄両彪木 と穐雌花 本 の大小 ぱなDが ＼ 何 れ

る無 花 本よ つ樹高 大 と広 へる.

以上 杉 月 年 生 の生育並着 花欽泥 を綜合比較 すれ ば第三表 の如 く

で ・め ろ.



第 三 表 彰1he..ns'一 彰 ヒ欺 泥 一 覧 表



(8)結 諭 と摘 要

の 九 洲各地 産 物 野32函 に 就 き福 岡 地 方1・於 ・ナる 生 籠 花

状1尼 客歩七車交したt7

石i)各 産地 に よ ワ生長 の良否1ま ある が種 類 の差 異 に よ ゐ 事 尾 亦

大 で あゐ 。

diり 嘗地 方 に於 て最 も生 育 良 き も の13二飲 肥Kダ リマ キ ・全 ク ロ

ジ ン,宮 崎 ア ラ カ ワで あ つて 、地 元 福 岡 イ トシマ ・全 ワカ ス

,ギ 壱悪 くな い ・

(iV)當 地i二て 主 育最 も不 良 なゐ ば菊 池 イ ヌ ズ ・ギ 、延 岡 マJ〈 ギ ・

宮 崎 トサ グ ロ で ある ・

(〉)晶 檀 によ ク蛇別 が 現 」よれ ぐゐる が 之 は立地 に依 つ τ む 多 少

そ の強弱 に影 響 あ る様 であ る,

、〉り 耐花 を 同 一伺 体 に フ け も の ば軍 花 を 着 ゆ る もの よ ウ生 長 が
'

〕葭く 、無 花 本 は概 レて劣 る。

(〉い 蕎 花木 の歩 合 も品穂 に依 りδ割 以 上 の もの か ら零 ま で め つ

て此 歩合 大 な る 毛のぽ 凝 しで生 長 も優 艮 ずある ・

(購 着 花本 歩合 大 肋 品魯 ま厩 して個 体 の看花 縁 い

(B)松 に 就 い て

ド(i)調 査 結 果

1i年 生現在各種 毎 の平均樹 高 、平均根 元亙径 反が最逡 三ケ年 生 長

を第 四表 に、毬果 着生獣混を第 六 表 に記 し1三、 生長状況 を枇 判 する

烏 に8年 生'鮒 高2m))7、 」.2rr}liE」1.5～2舵 同 」-5"以

下 をr不K」 と レ 撚 ω 日年 生 に於 て は3120m以 上 を 「良 」 、24,0

M'..5,20MaY「 可 」,2.40mYX下 を 「不 良 」 と し 帳 元 直 径 は 、

7,0c剛 以 上9r良 」.5.5-・70Cmを 一t「可 」 ・55Cm>× 下 を[一 不

扇 と戯 近蓮年生長 晒 去3ケ 年聞の年平均生躍4伽 日 ン上

(1)ク 酬 産斉橦 松 鵡令 時 代・めヨ三長 比較 片山、舌筋.日 奉学会 謎 、第2ん 壱・・第 ∂考



をr良 」30～40Cmを 「可 」3.O¢m以 下 を 「不 良 ユ と レた 〃

そ.L、て5年 生 嘗時 の生長 良 否 と比 較 レ其 後 の経 過 を示 した も の姻 第

五 表 で あゐ,以 下軍 に樹 高.根 元 直径 と云 ふ場 合 は平均樹 高 、平 均

根 元亙 径 の 意味,で・ある 。

第 四 表 各 種 松 生長 調 査 表



第 五 表 各種 松 生長 良 否 一 覧表

O印 な立地 の関係上数 字酌 にば 「不良」なるも果 して 「不 良」に属 すヒレて1慮當 なるか香 か判 定超 難 なもの



第 三 図(イ)

第 一 区 生 長 比 較

第 三 図(口)

第 二 区 生長 比 較



(2)第 一区 の生 長 比 較 、(第 三 図 め 参 照)

第 一 区 に嚢 すもの は 小林 霧 島黒 松,加 久 藤 霧島 松 妻黒松「全赤松 傷

購 校 莚 罵赤 松 水 俣 茂道松 の ワ檀 で あ ゐ 。

霧 島黒松 、霧 島 松 ぱ樹 高 ボ5年 生 時代 「可 」 で あ 二〕た が8年 生 に

至 り 、 「不 良 」 と な つ て11年 生 現 在 樹 高 反 バ 根 元直径 夫 に 「不 良

」 で あ る.最 近蓮 年 生 長 も亦 「「不 良".然 レ この2樋 ま立地狩i・ 北

向 にな つ て ゐて其 悪影 響 を愛1ナ て居 ゐ ∠推 定 ㌻ 派ゐ ・妻 黒 松 は5年

生 の 「二劇 か ・,8年 生 のr可 」 に下O.1丁 年 生 に於 いて わ依 パ

可 」 の生長 童続 サ て ゐ るΨ

妻 赤 舩 は発 芽留 初 よ ク引 続 きF良 」 生 長 を 続 げて お リ,5年 主 の

簾3位 、8年 主 の 篤2位 、亘 年 生 現在 の 第1位 と累違,し 、孕 均r樹

蕎3.47η1で 、此 の韓 には5■3rlsの 本 区 中最 大 な る個 体 を含 む.

複 元 庫 径 、蓮 年生 長 共 に『「良 」 且第 工位 で今 後 も優 秀 な 生長 を豫 想

さ れ ゐ 。

福 岡 赤松 誕 岡 赤 松 も前看 同様 引 読 き 「良 」位 に属 して來 た が麗

在 根 元直径 は 樹 高 の割 に小 さ く'「 可Aで あ0、 最 近 蓮年 生 長 も亦 「

可」 の部 で`ある 。

茂'蓮 松 は発 芽嘗 初 よ り引続 き生 長r不 艮 」 で 日 年 生塊 在 生 木26

本 中2mをr越 ゆる もの僅 か にi奉2.う ∠mが あり、平 均 樹 高1,3ア

用 に 過 ざ な く、蓮 年 生長最t、)r不 良 」 で 僅 か に!67cm、 且 日

年 生 根 元 直径 も3、3Cinのr不 良 」 な事 は 當分 生長 力の 回 復 お ぽ

っ か な い事 乞爪 す 。

〈3)第 二 区 の生長 比較(第 三 図(ロ)参 照)

第 二 区 に属 すもの は沖縄塊球 松 、美 々津 赤松 ・全 赤黒 松 、 全 赤黒

松(1()0`)m>)x上)反 高岡穆 佐 松 の5種 で・ある 、

琉 球 松 は 発芽直 後 数 年間 の 上 長 生 長頗 ゐ 良 く5年 生 樹 高19「 良

」 の 都 に属 レて篤!位 、8年 生 で 「麟可 」部 に、更 に 王1年 生 に箪

つ て 「不良 」 の部 に鉱 落 レ 最 哲 運 年生 長{,甚 だ 「不良 」 で僅 か に

143Cm今 ・後 更 君二葦斐へ ζ・着一＼もの と 予想 二Σ21る δ根 元 直径317C:}}



で最 ・も不 良 で あ ゐ ・

美 々津 赤松 の 樹 高 は當初 よ り 「可 」 の部 嘱 して來 たオ碗 在 の 根

元 直径叉 「可 」 の部 である.赤 黒松 ぱ.ら年生 、8年 生 、11軍 生 を麺

じ て'良 」の 部 に在 るボ順 位 ぱ第2イ 玄 、第1位 、第2位 と変 イ頓 た、

最 近 蓮 年 生 長 反 ユ1年 生根 元直 径 何}・t?:「 艮」 で ある ・

5年 生樹 高 ボ ー可 」の部 に属 し第 二 区 中最低 だ つ た赤 黒松(1{)OC;

m以 上)は8年 生 にて第2位 とな り11年 生 現 在 「可」 よ り 「良 」

部 に昇 ヅ3,67mで 赤黒松 を追 ム越 して第 上位 どなる 。最 遊蓮 年 生

長 及現 在 根 髭直径 非轄 に良 く簾!位 で 、夫 ・々67,3CJn、8.4蝕 で

あ る 。

穆佐 松 ば現 在 まで樹 高 「鵡 の 部 に属 し コ 降 王根 元直径 及最 近

連 年 生長 わ亦 「可 」 で あ っ て 中庸 の生 長 亙続 け る.

第 六 表 毬 果 着・主 欺 児 表



(4>毬 果着 生比較

ぐCt)篤 一一一区 の 」:・ヒ車交

第 六 表1こ依 つ て 第 一区7種 の 毯果 着 生航 児 蟹各 晶種毎 に見 な ヒ 霧

島黒 松 及 灘 鉱 の 二衝 試全 く毬 果 を養 生 ミ.なP。 霧 島松 及延 岡亦 松

の 二撞 ほ蕎 果衣 の標 準本 し滑 する歩 合1ま何 オtわ と○%以 下 で・あ そ,.

寿 黒 松 。・全示 毯 、ヂ蚕岡赤松の 三種 ぱ誉 果 不 の 歩合 ガご45%か ら55%

の間i」在 つ(高 率 匙示 し、且 そ ノしり ので翼体1、 蕎生 す る量 も多 江

(b)第 二 区の 銘 較

篤 二亙 を 蒐蓉 と琉 球松 長 蕩佐 松 は毬 呆 を全 然 着 り「ぬ 、美 々津 の三

種 ほ誉 渠 本 歩合 が2ら%4・ う40%の 晦 τ…中廊 老ζ示 し、偲 座 の 墾果

蕎 主 量 は 少量 で あ む 、両区 を通 じ て蕎 黒 木 歩 合大 な ゐ品種 と多 量着

果 永 を・挽.)晶 種 ピ よ一致 すゐ 、

の ♪ 誌 果着 生 と生 長 量 ヒの 関係

の 養 果 アる 硝 蓮 ど看果 せ ぬ蟲 種 の 注長 量

簾 一1茎の菅 果 毬 ね霧 島黒松 辰茂 蓬松 の2種 ば矢 に樹 高 「不 良 」 て・

ある ・看 果 木 歩 合 夫 な獄)の 耳3撞 あ 弓、 丙 妻 赤 松及 蘇 葡赤 松 の2

種 は ・衝 葛 「良 」 、 要 黒 松 は 「可 」 ぞ 菰 ゐ,歩 合 小な る,2種 二、霧 島 松

戻 延 岡赤 松 の丙 前 看 ぱ 「,可」復 有 ー二}艮 一1∫、愚 する 。

廉 二」三ゲ誉 泉 紘ぬ ミ日ンノN]府琉 球 松 港樹 馬 「不良 」 、穆 ・佐 松 は「 可

」 の郵 ド属)y.養 乗 すit)美 々津 め3橿 中孟 黒 松 反赤 黒松(1000yn

以 よ,)猛 「哀」 季 松 嫁「可 罫 、.属すζ)一両 区 客蓮 じて剤 る の は滋

果 辻・塊 僅1,謹 二長悪 く 、・養 果 す{)辞 蓮 欝 に蕎 果 末 歩含 大 鷺る 品 僅 は 傭

して 生長■、、畏 い.



第七 表

(b)着 果木 と無 果木 との 生 長 比 較

着 果 木 本 数 の比 較 的多o晶 裡 を両 区 か ら選 ん で伺 一 晶 種 臨,・着 果

木 、無 果 本 あ尉 高 を第 七表 に 見 る、

・ 第 一 区 の妻 赤松・、全 黒松 及福 囁亦 松 の3.t璽i宍誉 果 本 は無 果 本 ふ,)

樹 鳥 六 で 貰る 。 又 毒 黒 訟 、 篠 扇 孝松 つ2煙 ヒ左 つ てぽ多 董

養 果 不.ズ レ量着 票木 よ ・パ耐高 大 ひ ある が.妻 赤 松 のみ は多 量着 巣 不

め 方僅 刀1・一低 い 。

第二i三 ρ美 々津 赤 松 及全 赤黒 松 の2橦 に於 て、よ赤松 ぱ 看果 本 の亨

無 巣 本 よ ソ樹 高 大 て吻 砿 赤 黒椥 謹 孝・の差 で其 逆 で侮 る.両 区 の

置 果;ζゾ 、概 して養 果 木1ま無 果 本 δ7,ヌ 多董着 果 本 は少 量 着果 本.弐

・ノ樹 高 大 で・あ る ど2=ひ 得 仁.

f6)結 論 と摘要

の 嘗 摂 醐冠 方彰 第 三紀 層 立陵 地 必 氣挨 て地 貰 に 壷憲 して 優 良

な王 長 乞 な して ゐるも の 議妻赤 松 、美 々窪 赤 黒松 及 全 赤 黒 松(lJOつ

rn>Zi)の の樫 で お って何t(℃ と5%尺50%の 本数 が一毬 果 を着生



す そ⊃ 。

くli)地 元福 岡 の赤松 及延 岡赤 松 は11年 生 頂 ま で庄 長 は 寅 い

が 最 近 蓮 年 生 長 ボ税 々鍾 つて來 た 。

(齢 発 芽嘗 祝 か ら暴 縮 レて しま つ て毬 果 も着 ケ ず本來 の 柱 賀

を現 さな い 茂道 松 に 就 ては何 赦 ド 嘗地 に適 ビぬ か今 後 の究明 を 湛 要

とす ⇔ ・

(iv)沖 縄産 の琉 球松 も當 埴 に蓮 せ ず 、発 芽直 後 一爵 生長 非 常

に 良 いが 、忽 ち悪 化 レ虫 害 を麦 げ易 く、毬 果 も・誉 ゆな い,

(v)着 二果 木 歩 合 大 な る晶 種 は 同時 に 多量 着 栗 を祷 ク 品種 で あ

つ て.ぞ 熟 よ妻赤 松 凄 黒瓜 福 岡 赤松3種 で あゐP-

(VD球 果 を全 然着生 せ ぬ品穣1荘 長 概 レて悪 、、。

(VIDllff:1£ ・こ於 て着票 木 強無 果 木 よ クヌ 多量 着果 木 は 少 量 誉

果 本 よ ク樹 高 夫 で あ る.


